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い。画像診断システムは2施設ともに同じものを用
いており、CT、MRI等のDICOM画像のやり取り
を行っている。しかし、2拠点間で当システムを活
用して、医師同士がCT、MRI検査の読影の議論を

行ったり、リアルタイムのビデオ画像を用いて患者
の腕の静脈等の容態を観察している。非インター
ネット環境であるが、弊社サーバセンターに認証通
信を行っている。その際、当該施設のゲートウェイ

図1 遠隔医療システム「みえTeLくん」の実現方法

図2 当システムの画面イメージ
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ルーターの通信制御において当システムを活用する
ためのインターネットSSL通信のみを許可する設定
を行っている。
今後、当該施設では、医師2人、海外の癌患者、

通訳も含めて、医師2人、4拠点会議で1～2時間
の読影協議、治療計画の打ち合わせ等を行ってい
く計画である。

［事例②］東京都杉並区の動物病院の事例
経験の浅い若手医師の手術の様子をクリニック
経営者である院長医師が自宅から観察を行う環境を
構築している。若手医師が局部画像を高精細ハイ
ビジョンカメラを通して、遠隔地の自宅に待機中の
院長医師に送信しながら、手術中にリアルタイムで
直接に質疑応答しながら手術が進められている。
手術室には当システム利用のための50インチの大
画面モニタが設置されている。50インチ大型モニ
タを活用することで、より快適に遠隔地の院長医師
とコミュニケーションを取ることが可能となってい
る。

［事例③］東京都千代田区の病院の事例
ベトナムの提携病院と遠隔で読影会議を行って

いる。ベトナムで撮影したCT、MRI、PET-CT画
像を日本側の施設に送信し、読影会議を行い、治
療計画を討議している。これを1ヵ月に2回程度行っ
ている。1ヵ月に2回程度しか行わないので、高価
な遠隔会議システムを導入すると費用対効果が低く、
採算が取れない。したがって、安価なシステムを
気軽に活用するに至った。

高精細画像の具体例

下 記 の 写 真 は、 当シ ステムに お い て、
GoogleChromeを起動しているクライアントパソコ
ンに市販のデジタルハイビジョンカメラを接続して、
40倍にズームアップしてインターネットを経由して
遠隔地のクライアントパソコンで閲覧したものであ
る。実際のモニタで閲覧すると、目や皮膚の様子
がかなり細かく観察可能である。医師の中には、腕
の静脈の様子もしっかりと観察することができると
評価する者もいた（写真1～7）。

キヤノンやソニー等のデジタルハイビジョンカメ
ラを接続して簡単に高精細画像を映し出すことがで
きる。40倍のズームアップ機能を使い、局部を詳
細に映し出せば、皮膚の状況、目の中の毛細血管、
腕の血管の状況等も生々しく映し出すことが可能で
ある。これらの画像は実際にパソコン上のモニタで
観察すると、一般人には「気持ちが悪い」と表現さ
れるほど、高精度に診ることができる。拡大ズーム
機能や角度等に制約があるパソコン内蔵カメラでは
なく、量販店で販売されているハイビジョンカメラ
を接続して使用することでさらに観察の自由度と精
度が増し、さまざまなシーンで、活用が可能となる。
特別な専用線ではなく、普通のインターネット通信
の画像レベルとして驚くべき高い水準のクオリティ
が実現できる。

今後の利用の可能性に関して

既製のシステムでは、制約条件が多く発展性が
ない。しかし、当システムは、「このシステムはこ
ういう使い方をしなければならない」ということで
はなく、「こういう使い方ができないか？」という要
望に対し、利用者側で自由にアレンジして使うこと
が可能である。さまざまな施設において、業務を
進めるにあたり、当システムの活用イメージがどん
どん変化してくることが多い。その際、変化してい
く実現イメージ、活用イメージに柔軟に対応してい
くことが望ましく、現に、既利用施設では、弊社
が提案した利用方法に限定せず、当該施設自らが
アイデアを凝らし、応用のイメージを膨らませてユ
ニークに活用している。
下記のような利用シーンも想定でき、容易に実現
可能となる。
国内の手術室の手術シーン（局部ビデオ画像）を、
ハワイ旅行先の教授のホテルのパソコンにリアルタ
イムで送信し、リアルタイムで画像を見ながら手術
を行う。その際、局部ビデオ画像のみならず、CT
やMRI等の画像も合わせて見せながらリアルタイ
ムで討議を行う。海外休暇中のベテラン医師と手
術室で患者を目の前にして今まさに難局に遭遇して
いる発展成長段階の若手医師が遠隔でリアルタイム
でコミュニケーションを取りながら、手術を進める
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ことができれば、両者にとっても安心できるだろう。
さらに、この手術者と教授のやり取りを、休暇中の
学生や医局の医師も遠隔地でリアルタイムで見るこ
とができ、勉学の一助となろう。
ただし、注意しなければならないことは、手術
室からインターネット環境に接続するためには、公
的施設や大手施設の場合、施設セキュリティ規定
等に抵触する懸念があるので、その通信方法のみ
施設基準に従う必要がある。個人的には当該通信
利用が頻繁でないのであれば、スポット的に活用を
許可するのも現実的であると考える。セキュリティ

重視は当然であるが、ウィルス対策、不法侵入対
策等をネット接続のゲートウェイで緻密に通信制
御・管理し、かつ端末にセキュリティソフトをイン
ストールしておくことで感染リスクを低減できる。
蛇足になるが、皮肉にも遠隔医療システムが発
展すると、医師の休みが取りづらくなってくること
が報告されている。能力の高い医師ほど、遠隔医
療システムで多くの医師や患者、看護師、介護士
に重宝され、休みが取れなくなるというジレンマが
生じてくる可能性があることも追記しておこう。

写真1 患者の目① 写真3 患者の皮膚③

写真4 患者の皮膚④

写真7 患者の前歯

写真5 患者の指先 写真6 患者の爪⑥

写真2 患者の目②
（遠隔地の医師の顔も表示した例）


